
教科 社会
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１　概要 全体正答率は目標値を少し下回っている。

２　課題と
取組

領域「地域や市の様子」が下回っている。

前学年の内容が把握できていない児童が多数いる。身近な工場見学、学校の周り、公
共施設が何なのかなど、しっかりと把握していないことが原因である。

学習した内容を復習問題を中心に行い、学力の向上を目指す。

１　概要
教科全体の正答率は、目標値と同等の数値となっている。
基礎はわずかに下回り、活用は上回っている。

２　課題と
取組

内容「都道府県の様子」では、基礎的な問題でありながらも、どの問題も目標値を下回っ
ている。

地図などの資料をもとに、人口や交通について読み取ることができない。また、基本的
な方位について定着ができていない。

学習の中で、資料を多く取り上げ丁寧に読み取り方をおさえる。また、
ICTを活用して繰り返すことで定着を図る。

令和７年度「品川区学力定着度調査」の結果から明らかになった
課題と学力向上に向けた取組

品川区立京陽小学校

１　概要
全体正答率は目標値を上回っている。
活用に関しては目標値を大きく上回っている。

２　課題と
取組

「世界の中の国土」の単元でアメリカの位置と国旗について聞かれる問題において、正
答率が目標値を下回っている。

国の位置と国旗と名前をセットで覚えられていない。また、問題用紙が白黒なので色が
ついていない国旗を見慣れていないことが考えられる。

６年生の３学期に世界の国についての学習の際に、改めて国名、国
旗、位置を合わせて確認していく。

【学校全体の結果】
・目標値と比較して上回っているのは６年生、４．５年生は同等である。
・前年度からの成長を見ると、６年はスコアが上がり、４．５年は若干だがスコアが下がっている。
・基礎・活用ごとの分析を見ると、どの学年も目標値を上回っているが、全体的に活用・基礎のスコア差
はあまりない。


